








　第3回都市再生協議会においていただいた意見を踏まえ，計画の案がまとまり

ましたので，その趣旨や目的，内容などを広く公表し，市民の皆様からの計画に

対する意見を募集する「パブリックコメント」を実施いたします。

　お寄せいただいた意見につきましては，計画を策定するための参考とさせてい

ただきます。

●閲覧場所

市役所都市整備課及び支所，出張所，連絡所，竹原市ホームページでご覧に

なれます。

●対象者

市内に住所を有する者，市内に存する事務所又は事業所に勤務する者，市内

に事務所又は事業所を有する個人及び法人，その他団体，市内に存する学校

に在学する者

●意見書の提出方法

所定の様式で，持参，または郵送，FAX，電子メールで提出してください。

様式は，閲覧場所に備付けております。また，ホームページからもダウンロ

ードできます。

●意見書の締め切り

平成30年3月6日(火)17時15分までに竹原市建設部都市整備課宛にお送りくだ

さい。郵送の場合は当日消印まで有効です。

パブリックコメント制度パブリックコメント制度

ご意見をお寄せください

　本格的な人口減少・少子高齢化社会の到来と，郊外開発による市街地の拡散により，一定の人口密度に支

えられてきた医療・福祉・子育て・商業等の生活サービスの維持や，空き家・空き地の増加による生活環境

の悪化，老朽化した公共施設の維持・更新に伴う財政負担の増大などが大きな課題となっています。竹原市

立地適正化計画は，このような背景と課題を踏まえ，本市の特性に応じた持続可能な都市構造を構築し，誰

もが安心して暮らせる快適な生活環境を実現するために，どこ

に，どのように機能を配置，誘導すべきか等の取り組むべき施

策をお示しするものです。

　これまで，協議会や庁内のワーキング会議，検討部会，昨年

秋からの「まちづくり意見交換会」などで頂いた意見を踏まえ

「竹原市立地適正化計画」の素案をとりまとめ，平成30年1月

31日に開催した，第3回竹原市都市再生協議会において，各委

員から意見を頂きました。

　今回の都市マス通信では，協議会で頂いた意見をご紹介いた

します。

▲パブリックコメントポスター

▲1月31日に開催された第3回都市再生協議会（市民館）



平成30年1月31日　第3回竹原市都市再生協議会の議論の内容（一部抜粋要約）

（問）伝統的建造物群保存地区は市として重要な位置づけにあることから，土砂災害警戒区域のエリアも

含めて居住誘導区域を設定することは理解できるが，ただ，区域に入れるからには防災面での対策につい

て示す必要があるのではないかと考える。

（事務局）市として伝建地区は，歴史的な価値や観光面においても重要な地区であることから，土砂災害

警戒区域が設定されている場所を含めて，居住誘導区域に設定しています。このことから，地区の特性に

応じた安全に居住できる防災対策を積極的に実施し，安心できる住環境形成に取り組んでいくことが重要

であると明記しています。

（問）都市機能誘導施設を検討した結果，高齢者福祉施設を誘導施設に位置づけいていないことから，都

市機能として必要ないと判断したと誤解される恐れがあるため，丁寧な説明が必要ではないかと考える。

（事務局）訪問介護や通所介護などのさまざまさサービス形態がある中で，在宅によるサービス提供は施

設の立地状況による影響が少ないことから，必ずしも集約する必要のある施設ではないと考えますが，計

画に高齢者福祉施設の立地に関する考え方を追記します。

（問）立地適正化計画で居住誘導区域を設定し，区域外への届出制度を活用しながら居住を誘導していく

と理解しているが，区域内へ居住を移す場合に経済的なインセンティブを与えるなど，移住者にとって，

もっとメリットのある具体的な施策が必要ではないかと考える。

（事務局）今回の計画においては，日常生活を営むうえでの利便性の高い区域の設定による効果と都市の

魅力向上に資する施策を展開し，緩やかに誘導を図っていくこととしています。今後は，これらの施策の

効果検証を踏まえ，空き家対策，住宅施策等を新たに盛り込んでいきたいと考えています。

（問）具体的な誘導施策で魅力と賑わいに満ちた都市を目指すために，景観計画の策定により歴史的な景

観を保全するとのことであるが，対象とする区域はどのように考えているのか。

（事務局）景観計画の対象となる区域は市域全体を想定しており，まずは，来年度からアンケート等によ

り景観に対する住民ニーズを把握し，重点地区の対象となる場所，具体的な規制等について検討していき

たいと考えています。また，景観計画の策定にあたっては，住民のニーズを把握したうえで，しっかりと

合意形成を図っていきたいと考えています，現時点においては，伝建地区周辺を重点地区の対象と想定し

ています。

（問）中心市街地の空洞化は大きな課題であり，最近も大きな商店が閉店するなど賑わいの喪失が深刻化

している。何か具体的な対策は考えておられるのか。

（事務局）駅前商店街だけではなく，市域全体を鑑みて商店街や空き家・空き店舗への対策は重要であり

観光客が増加している背景も踏まえて，総合的な取り組みを進めています。空き店舗については創業支援

や施設改修の支援をきっかけとし，その成功体験を波及効果として広げていきたいと考えています。また

市と商工会議所が出資してたちあげたまちづくり会社と連携し，どのように地域経済の活性化が図れるか

について，総合的に検討していく取組も始めたところです。

（事務局からの提案）立地適正化計画は，おおむね5年ごとに社会状況の分析や計画の進行状況の評価を行

い，適切に見直すこととしております。計画の進捗や新たな施策，事業の効果等について，毎年定例的に

協議会へ報告し，委員の皆様からご意見を頂く場を設けたいと考えています。

（委員全員賛同）
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